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M２ 学卒院生 水梨 弥夕

８月の教職大学院実習で陸前高田市教育委員会
を訪問しました。教育長のお話から、子どもに寄り
添う教育や児童生徒・同僚・保護者・地域社会とい
う４つの人間関係を大切にすることの重要性を学び、
地域資源を活用した授業の意義を改めて感じまし
た。また、震災後の復興教育や教訓継承の意義も
理解し、現地で学ぶ価値を実感しました。これらの
学びを今後の教育実践に生かしていきたいと考え
ています。

M１ 学卒院生 千葉 暖斗

配属校での実習を通して、児童生徒一人一人が生
き生きと活動できる学級経営・授業づくりには、普段
からの観察ややり取りによる実態把握と、ヒト・モノ・
コトという三つの観点から見た支援の構想が大切で
あることを学びました。子どものよさを最大限に生か
すため、自分には何ができるのかを考え、実行でき
る力量を今後も高めていきたいと考えています。

M１ 現職院生 菊池 雄一郎

教職大学院では、「理論と実践の融合」を重視し
ており、学校マネジメント、教育史、心理学、教育行
政、専門教科など、教育にかかわる多様な学びを
実践へとつなげ、日々充実した時間を過ごしていま
す。また、異なる校種や立場の仲間と協働し、成果
物の作成や教育に関する議論を重ねることで、視
野を広げ、深めることができています。

M２学校マネジメン

ト力開発実習では、
教育委員会や教育事
務所において、事務
局業務や研修運営業
務など、学校経営や
教育行政にかかわる
実際的な業務を実習
しています。

M２ 学卒院生 高橋 舞

M２では主に実習のリフレクションとゼミを実施し
ています。リフレクションでは授業実践や授業参観
から学級の実態に合わせた学習指導と生徒指導を
検討し、ゼミでは自身の研究や他のゼミ生の研究
について議論しています。M１で学んだ理論を実践
に落とし込むことを意識しながら日々学んでいます。

M２ 現職院生 伊東 しのぶ

８月に宮古教育事務所管内で１泊２日のマネジメント力開発実
習を実施し、行政・学校・地域NPOの連携による「復興教育」の具

体的な取組を学びました。10月には盛岡教育事務所にて教育諸
課題の解決に向けた提案・協議を行い、概念化した学びを具体
策へ展開する力を養いました。この学びを来年度からの教育現
場に生かしていきます。

特任教授
奥田 昌夫

生成AIの登場により、ここ数年で
情報技術は急速に進展し、社会全体
の変革が進行しています。次期学習
指導要領では、情報活用能力の育成
強化や、デジタル教科書を正式な教
科書とすることの検討が進められて
います。現在、どの学校でもGIGA
端末を利用した授業が日常の光景と
なっています。一方、学校が抱える
問題が多種多様にわたることにより、
教員の長時間労働が深刻な課題と
なっており、情報技術を活用した学
校DXによる働き方改革が急務とさ
れています。このような教育現場で
活躍できる人材を育成するため、本
学教職大学院では「DX of 
Education［DX.E］教育実践学×情
報学分野高度専門人材養成プログラ
ム」を、令和8年度からスタートし
ます。教育実践学および情報学を融
合させた教育プログラムを、行政・

民間企業と共同で開発・実践し、
「高度な教育実践力と数理・データ
サイエンスの素養を兼ね備えた教員
の育成」を行います。変化の激しい
これからの社会を生きる力を、児童

生徒に育成できる教員の養成・学修
を進めていきます。

M２ 現職院生 藤澤 俊介

M１では附属小・中学校で、M２では所属校にお
いて、子ども支援力開発実習を行いました。M１で

は心理授業を通して感情に対する対処行動を学び、
M２では子どもの「課題解決」を実践的に行いなが
ら、コンサルテーションについて理解を深めました。

理論と実践の往還を通して、適切な支援の在り方
を学び、学校現場においても役立つ学修ができた
という手応えを感じています。
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